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研究成果の概要：本研究は、初期浮世絵の絵柄に記されている、文字情報、たとえば発句や版

元印などを読み取り、データベース化し、絵と文字のさまざまな関係を読み取ることであった。

これまで曖昧だった初期の浮世絵師の作画状況、版元の変遷、文学や歌舞伎との関係など、少

しずつではあるが明らかになった。 

 

 

交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 

2006年度 1,400,000 0 1,400,000 

2007年度 900,000 270,000 1,170,000 

2008年度 1,100,000 330,000 1,430,000 

年度    

  年度    

総 計 3,400,000 600,000 4,000,000 

 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：文学・日本文学 

キーワード：近世文学・浮世絵 

 

１．研究開始当初の背景 
これまでの主なる研究方法は、人文学のなか
でも、美術・美学研究者による浮世絵研究が
主流で、時に実証性に欠ける研究が見受けら
れた。よって、国文学を専攻した者が浮世絵
の研究をする意義は大きいと思われた。 
 

２．研究の目的 
当初の研究目的は、研究成果を論文にまとめ
るとともに、その内容を国内外の研究者に公
開することであった。 
 

 

 

３．研究の方法 
図書、カタログ、WEBで調査するとともに、
実際に国内外の美術館、博物館、図書館へ赴
き、調査研究および情報交換を行った。 
 

 

 

４．研究成果 
浮世絵師や版元の研究は、最新の情報を『浮
世絵大事典』に織り込むことができた。また、
アメリカ、ボストン美術館のデータベース化
に協力し、これまでのデータを訂正し、最新
の情報に更新することができた。今後もこう
した協力は重要と考える。 
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